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はじめに  消化器がん治療におけるチーム医療の重要性とナースの役割

昨今の臨床現場では、患者さんの予後改善やQOL向上、さらには医療スタッフの業務効率化という側面からも「チーム

医療」の重要性が叫ばれていることかと思います。そこで本特集では、入院前に行われる調整から退院後の支援まで、

各領域の医療従事者がどのように関わり合いながら消化器がん患者さんを支えるのか、その全体的な流れや多職種

連携の実際、集学的治療の進めかたなど、チーム医療のポイントとなる点を解説します。

1章．【臓器別】消化器がんの集学的治療とケアの実際

1-1．食道がんに対する集学的治療

特 集

1-2．胃がんに対する集学的治療

1-3．大腸がんに対する集学的治療

森田剛文 浜松医科大学 外科学第二講座1-4．肝臓がんに対する集学的治療

1-5．胆道がんに対する集学的治療

1-6．膵臓がんに対する集学的治療
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ＡＤポイント

消化器外科／内科病棟・外来のナース、がん看護ナース、消化器内視鏡技師・ナース

消化器看護について広く深く情報発信します。関連商品には格好のPRとなります。
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連載
・「私の道しるべ～思い描く理想の医療従事者へ～」

・「最前線！ 外科医の実践と研究から学ぶ これからの災害医療×地域医療」

常磐病院にDMATカートを導入する
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2章．消化器がん治療における多職種連携とケアの実際

2-1．プレハビリテーションでの連携

2-2．集学的治療を支える管理栄養士・医師との連携

2-3．医療ソーシャルワーカー・地域連携室との連携

2-4．【事例検討】こんなときどうする？ 多職種カンファレンスの実際
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